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〔海の状況（8／16～9／15）〕 

・神子地先の表面水温… 8/16～28は、28.6～29.6℃(平年差 1.0～1.9℃)と平年を大きく上回っていたが、8/29

以降は 25.6～26.9℃ (平年差 -1.3～0℃)と平年を下回る日が大半であった。（図 1） 

・米ノ地先の表面水温… 8/16～26は、27.9～29.1℃(平年差 0～1.2℃)と平年を上回る日が大半であったが、

8/27以降は 25.5～27.6℃(平年差 -1.5～0.3℃)と概ね平年を下回った。（図 2） 

 

 

若狭湾および周辺海域の水温分布は、表面(0ｍ)では前年より高い海域(26～28℃)がみられた 。水深 50ｍで

は若狭湾全域で前年より高かった(20～22℃)。（図 3） 

 

図3．若狭湾およびその周辺海域の水温分布図（日本海区水産研究所の日本海漁場海況速報より抜粋） 
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日本海における大型クラゲに関する情報をお知らせします。 

・福井県内の状況 

表 1参照。  

・日本海全域の状況 

若狭湾、能登沖、北部日本海、青森などで出現が確認されてい

ます。 

現在、操業の障害となるような出現数ではありませんが、今後、

出現数が増加する可能性もありますのでご注意ください。 

〔県内の漁模様：8月〕 

  2016年 8月の県内の総漁獲量は 985tで、昨年同月を 244t上回った。  

 〔定置網〕 

    漁獲量は 780tで、昨年同月を 282t上回った。アジ類、ブリ類、シイラ等は昨年同月を上回り、カタクチイワシ、

サバ類、マダイ等は下回った。 

 〔底びき網〕 

   漁獲量は 18tで、昨年同月を 4t下回った。主な漁獲物はアカエビであった。 

 〔釣り・その他〕 

   漁獲量は 187tで、昨年同月を 34t下回った。ケンサキイカ、タコ類等は昨年同月を上回り、キダイ、アマダイ、

スルメイカ等は下回った。 

 

〔近隣府県の漁模様〕 

（漁獲状況…石川県：8月の定置網の1日あたりの漁獲量。京都府：8月のJF京都漁連舞鶴地方卸売市場へ水揚げされた定置網の1日あたりの漁獲量。 

兵庫県：8/1-8/31の余部定置網の1日あたりの漁獲量。鳥取県：8月中旬～9月上旬のまき網の1統あたりの漁獲量。） 

 石川県…定置網…マイワシ12.0t、サワラ類5.4t、シイラ4.8t、マアジ1.4t、マサバ0.7t、ケンサキイカ0.4t 

 京都府…定置網…アオコ5.8t、シイラ3.4t、ハマチ3.4t、サワラ類2.9t、マアジ1.7t、サバ類0.5t 

 兵庫県…定置網…ツバス122kg、マアジ116kg、イシダイ23kg、マイワシ14kg、スズキ11kg、サワラ4kg 

鳥取県…まき網…ブリ類15.3t、カタクチイワシ6.5t、マアジ4.2t、マイワシ2.6t、マサバ0.1t 

大型クラゲ状況(9/29時点) 
表1.大型クラゲの定置網入網状況(個体数) 


